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（仮称）深⾕通信所跡地
墓園整備事業

横浜市

令和3年10⽉11⽇

環境影響評価⽅法書の概要
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本⽇の説明内容
１ 都市計画対象事業の概要
２ 配慮書からの変更点
３ 配慮市⻑意⾒の内容及び

都市計画決定権者の⾒解
４ 環境影響要因の抽出及び

環境影響評価項⽬の選定
５ 調査、予測及び評価の⼿法
６ ⽅法書対象地域 2
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１ 都市計画対象事業の概要

3

事業計画の概要 ⽅法書p.2-1~2-3

都市計画決定権者の名称並びに当該対象事業を実施
しようとする者の⽒名及び住所
【都市計画決定権者】

横浜市
【当該対象事業を実施しようとする者】

名称 横浜市
代表者の⽒名 ⼭中 ⽵春
主たる事務所の所在地
横浜市中区本町6丁⽬50番地の10

都市計画対象事業の名称

（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業

都市計画対象事業の種類、規模

運動施設、レクリエーション施設等の建設︓
第2種特定⼯作物の新設（墓園）

（第1分類事業）
第2種特定⼯作物の新設に係る⾯積︓

約12ha（市街化調整区域）
※事業全体（対象事業実施区域）の⾯積︓約27㏊

外周道路︓約15ha
対象事業実施区域

横浜市泉区和泉町、中⽥町地内

墓園整備事業
（対象事業実施区域）

⼾塚区

泉区
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事業の⽬的及び必要性

• ⾃然・スポーツ・⽂化等広く利⽤者をひきつけるテーマを
備えた⼤規模な緑の空間の形成を⽬指す。

• 平成29年からの20年間で約77万⼈の死亡者推計 。
• 「墓地に関する市⺠アンケート調査（平成29年11⽉）」等

より、公⺠あわせて約10万区画の墓地整備が必要。

• 約12haの墓園
（芝⽣型納⾻施設約15,000区画、合葬式納⾻施設約30,000体）

• 幅員約50mの外周道路を整備
5

⽅法書p.2-4

●市⺠が楽しみながら元気になれる
「健康・スポーツの拠点」をつくります。

●「⼈と⼈」「過去と未来」をつなぎ、
「⼈と⾃然」をそだてます。

●「⼈と地域」を災害からまもり、
「緑豊かな環境」をまもります。

⽅法書p.2-6
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事業計画の内容（テーマ）

※深⾕通信所跡地利⽤基本計画（平成30年2⽉）から引⽤
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事業計画の内容(整備⽅針）

■整備⽅針
• 防災機能の確保
• 地域の⼈がふれあう広々とした空間の創出
• 豊かな⾃然環境の創出
• 市⺠の健康づくりへの寄与
• 全市的・広域的な課題への対応
• 歴史、景観、環境への配慮
• 社会経済状況への配慮

7

⽅法書p.2-6~2-7

※深⾕通信所跡地利⽤基本計画（平成30年2⽉）から引⽤

ゾーニング図

A︓ふれあいとにぎわいの広場ゾーン（公園）
B︓スポーツパークゾーン（公園）
C︓緑とやすらぎのメモリアルゾーン（墓園）
D︓外周道路ゾーン
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⽅法書p.2-8
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施設配置計画

9

【災害時の跡地利⽤計画図】 【平常時の施設配置計画図】

⽅法書p.2-18〜2-21

災害時地域利⽤エリア 資機材置場

⾶⾏場外離着陸場

救援活動の拠点

災害廃棄物仮置場

エリア構成と主な施設

10

⽅法書p.2-18〜2-21

河川（水路）

【形質変更区域図】
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動線計画 ⽅法書p.2-15~2-16 

11※深⾕通信所跡地利⽤基本計画（平成30年2⽉）から引⽤

施⼯計画 ⽅法書p.2-17

12

着⼯準備期間 第1期 第2期 第3期
5年間程度 着⼿〜5年程度 着⼿後5年〜10年程度 着⼿後10年〜15年程度

公園 着⼯準備期間 整備・供⽤ 整備・供⽤ 整備・供⽤

墓園

着⼯準備期間

整備・供⽤

外周道路 整備・供⽤ 整備・供⽤ 整備・供⽤

※本事業と公園事業の第1期、第2期、第3期は、各⼯事の進捗に応じて異なる期間となります。

・令和５年度の都市計画決定を⽬指して⼿続を進め、⼿続終了後
５年間程度の着⼯準備期間を経て、⼯事に着⼿します。

・本事業のうち墓園事業は着⼯後５年程度での⼯事完了を想定し
本事業のうち外周道路事業は、完成した場所から順次部分供⽤
し、着⼯後15年程度で全線供⽤開始を想定しています。
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施⼯計画 ⽅法書p.2-24

13

墓園及び外周道路整備
第１期 外周道路整備 第２期 外周道路整備 第３期

（着⼿〜５年程度） （着⼿後5年〜10年程度） （着⼿後10年〜15年程度）

・深⾕通信所跡地の全体⾯積が約77haと⼤規模であるため、
本事業と公園事業は、概ね３期に分けて、段階的な計画・整
備を⾏います。

２ 配慮書からの変更点

14
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配慮書からの変更点

都市計画対象事業の計画内容

⽅法書p.1-1

15

変更点 概要
スケジュール 事業計画の進捗に伴い、更新しました。
施設配置計画 事業計画の進捗に伴い、更新しました。
駐⾞場計画 事業計画の進捗に伴い、更新しました。

施⼯計画 新たに「施⼯計画」の項を起こし、現
時点での⼯事概要等を記載しました。

地球温暖化対策
新たに項を起こし、現時点での⽅針等
を記載しました。⽣物多様性の保全

緑の保全と創造
環境配慮検討の経緯 事業計画の進捗に伴い、更新しました。

配慮書からの変更点

地域概況

⽅法書p.1-1

配慮の内容
変更点 概要

全般 配慮市⻑意⾒書を踏まえ、配慮の内容
を更新しました。

16

変更点 概要

全般
配慮書の公告・縦覧以降、既存資料が
更新されたものについては、既存資料
の時点更新を⾏いました。
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環境情報の概要 ⽅法書p.4-7

17

項⽬ 環境情報の概要 都市計画決定権者の⾒解

湧⽔

1-1，わきみずの森の湧⽔は、深
⾕通信所跡地に広い流域を持ち、地
下⽔が供給されていますが、⽔量が
少なく、数年に1度涸れる状況にあ
ります。

・今後の環境影響評価の⼿続きにお
いて、「わきみずの森」の湧⽔に
ついて、⽔循環（地下⽔位及び湧
⽔の流量）の項⽬の中で、調査、
予測、評価を⾏います。

動物

1-2，わきみずの森には、⽔⽣⼩
動物としては、オタマジャクシ、サ
ワガニ、ヤゴ、カワニナ、アメンボ、
ユスリカ等が、昆⾍としては、カブ
トムシ、バッタ、カミキリムシ、ト
ンボ、チョウ等が、⿃類としては、
ウグイス、キジ、カラス、シジュウ
カラ、スズメ等が、またカエル、ヘ
ビ、トカゲ、リス等が多数⽣息して
います。

・今後実施する動物の予測評価の中
で、「わきみずの森」の動物、植
物、⽣態系に影響が⽣じないよう
に検討して参ります。

・今後の環境影響評価の⼿続きにお
いて、「わきみずの森」の動物、
植物、⽣態系について、⽣物多様
性（動物、植物、⽣態系）の項⽬
の中で、調査、予測、評価を⾏い
ます。

３ 配慮市⻑意⾒の内容及び
都市計画決定権者の⾒解

18



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解

全般的事項（１）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(1) 配慮事項に対する配慮の
内容を適切に事業計画に
反映させるとともに、検討
するとしている事項につい
ては、各々の検討状況を
⽅法書に記載すること。

配慮事項に対する配慮の内容について、
各々の検討状況を⽅法書に記載しました。
第2章2.5.2環境配慮検討の経緯等におい
て、配慮事項の配慮の内容の記載を追記
しました。

(2) 今後の事業の進展において
は、本市の最新の計画等と
整合を図るなど、適時、
適切な配慮内容となるよう
努めること。

今後の事業の進捗に合わせて本市の最新
の計画等と整合を図るとともに、適時、
適切な配慮内容とするよう努めます。

19

⽅法書p.4-9

全般的事項（２）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(3) 「（仮称）深⾕通信所跡地公
園整備事業」と連携し、それ
ぞれの事業特性を踏まえなが
ら、審査会において⼗分な調
査審議ができるように具体的
な⼟地利⽤のあり⽅について
⽰すとともに、市⺠にわかり
やすく統⼀感のある優れた図
書の作成に努めること。

「（仮称）深⾕通信所跡地公園整備事
業」と連携し、本事業の特性を踏まえ、
第２章（事業計画の概要）において、具
体的な⼟地利⽤のあり⽅について⽰すと
ともに、第３章（地域の概況及び地域特
性）の記述や第６章（環境影響評価項⽬
に係る調査、予測及び評価の⼿法の選
択）の調査位置を⽰す図⾯は、統⼀を図
りました。

20

配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解 ⽅法書p.4-9
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配慮指針に掲げられている配慮事項（１）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(1)
ア

草地を含んだ緑地計画について検
討し、⽅法書以降の図書で⽰すと
ともに、事業計画区域内外の⽣態
系に配慮するよう努めること。

緑地計画を検討し、第2章2.5.2
環境配慮検討の経緯に記載しまし
た。また、⾃然環境調査の結果を
踏まえ、対象事業実施区域内外の
⽣態系にも配慮するよう努めます。

(1)
イ

⽣物の⽣息⽣育環境の保全や景観
機能等を考慮し、まとまりや連続
性のある緑地、源流域、貴重な動
植物の営巣・⽣育地等の分断、改
変を避けるよう検討すること。

⾃然環境調査の結果を踏まえ、対
象事業実施区域周辺の樹林地等に
合わせたまとまりや連続性のある
緑地、貴重な動植物の営巣及び⽣
育地等の保全を考慮し、分断、改
変を避けるように検討するととも
に、対象事業実施区域内の新たな
緑地等の創出を検討します。

21
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配慮指針に掲げられている配慮事項（２）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(1)
ウ

通過道路となる県道402号（阿久和
鎌倉）について、草地環境の保全
や歴史的な背景の視点も踏まえて、
将来のあり⽅を検討すること。

県道402号（阿久和鎌倉）につい
ては、草地環境の保全や「陣街
道」「⻄の道」とも呼ばれた歴史
的な背景の視点も踏まえ、将来の
在り⽅について検討した結果、本
事業では現状のまま残すこととし
ました。なお、外周道路との接続
部は交差点改良を⾏うため、対象
事業実施区域に含めています。

⽅法書p.4-10
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配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解
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配慮指針に掲げられている配慮事項（３）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(2)
ア

⼯事中における歩⾏者や暫定利⽤
者等を考慮し、安全対策について
検討すること。

⼯事の実施の際には、歩⾏者や利
⽤者等の安全が確保出来るよう、
安全な⼯法等を採⽤した施⼯計画
を策定します。また、⼯事区域へ
の仮囲いの設置や誘導員の配置等
により、歩⾏者や利⽤者等の安全
及び円滑な通⾏・利⽤の確保に配
慮します。

(2)
イ

各施設の部分供⽤が検討されてい
ることから、利⽤者等の安全や快
適な利⽤環境に配慮した⼯事計画
とし、その上で利⽤者等への適切
な情報提供に努めること。

⼯区設定の際には、利⽤者の安全
が確保出来るよう、施⾏計画にお
いて配慮します。また、施⼯中は
対象事業実施区域内では、⼯事⽤
⾞両と利⽤者の分離を図り、安全
を確保し、利⽤者等への適切な情
報提供に努めます。

⽅法書p.4-10
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配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解

配慮指針に掲げられている配慮事項（４）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(3)
ア

草地を含んだ緑地計画について検
討し、⽅法書以降の図書で⽰すと
ともに、事業計画区域内外の⽣態
系に配慮するよう努めること。
【（1）ア 再掲】

緑地計画を検討し、第2章2.5.2
環境配慮検討の経緯に記載しまし
た。また、⾃然環境調査の結果を
踏まえ、対象事業実施区域内外の
⽣態系にも配慮するよう努めます。

(3)
イ

ビオトープや野⿃観察池等を配置
する場合は、⽣き物と⼈との距離
を確保するように配慮すること。

ビオトープや野⿃観察池は配置し
ません。

(3)
ウ

建物や駐⾞場の緑化を検討するこ
と。

⽣物の⽣息⽣育環境の確保等のた
め、建物や駐⾞場の緑化を検討し
ます。

⽅法書p.4-10
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配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解
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配慮指針に掲げられている配慮事項（５）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(4) 災害時における電⼒を確保するた
めの蓄電池の導⼊等の防災機能の
充実を図ること。

災害時における電⼒を確保するた
めの蓄電池の導⼊等の防災機能の
充実に努めます。

(5) 積極的にグリーン購⼊及びグリー
ン電⼒導⼊に努めること。

建設資材や設備等の確保に際して、
積極的にグリーン購⼊を図るとと
もに、横浜市グリーン電⼒調達制
度に基づく導⼊に努めます。

(6)
ア

建物や駐⾞場の緑化を検討するこ
と。【（3）ウ 再掲】

ヒートアイランド現象の抑制のた
め、建物や駐⾞場の緑化を検討し
ます。

⽅法書p.4-11
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配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解

配慮指針に掲げられている配慮事項（６）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(6)
イ

グリーンインフラについて、具体
的な内容を⽅法書以降の図書で⽰
すこと。

「横浜市墓地等の経営の許可等に
関する条例」に定める「墓地の構
造設備基準」に従い、墓園区域内
に35%以上の緑地を設け、緑豊
かな公園型墓園とします。
⾬⽔浸透施設、⾬⽔流出抑制施設
（⾬⽔調整池）の設置や緑化、駐
⾞場や園路等への透⽔性舗装の導
⼊等により地下⽔の涵養に配慮し
た計画を検討します。

⽅法書p.4-11
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配慮指針に掲げられている配慮事項（７）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(7)
ア

駐⾞場については、位置及び規模
を⽅法書以降の図書で⽰すこと。

交通集中を回避するため、かつ利
⽤者の利便性を配慮し、広域的な
利⽤を想定しつつ、適切な規模の
駐⾞場を分散して整備します。
駐⾞場計画の台数は、「横浜市墓
地等の経営の許可等に関する条
例」の必要台数の751台を基本に
検討し、彼岸等の墓参のピーク時
にも対応できる規模とします。
詳細な位置及び規模は準備書で⽰
します。

(7)
イ

利⽤者に対する公共交通機関の利
⽤促進を図ること。

公共交通機関の利⽤促進のため、
今後利⽤者に対し、ホームページ
での周知等を検討します。

27

配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解 ⽅法書p.4-11

⽅法書p.4-12

配慮指針に掲げられている配慮事項（８）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(8) 埋蔵⽂化財の調査を適切に⾏い、
新たな⽂化財が発⾒された場合に
は適切な対応を⾏うこと。

埋蔵⽂化財について、⼯事前の調
査の中で、新たな⽂化財が発⾒さ
れた場合、「⽂化財保護法」に基
づき、適切に対応します。

(9)
ア

⽔路の扱いについて検討するとと
もに、地下⽔涵養機能に配慮する
こと。

現在の河川（⽔路）は埋め⽴てる
計画ですが、同じ場所に有孔管で
暗渠排⽔を設ける等、地下⽔の⽔
位変動ができる限り少なくなる対
策を検討します。なお、河川（⽔
路）は埋め⽴てる前に切り回され
る計画とされています。
地下⽔涵養機能に配慮し、事業計
画を検討します。

28
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⽅法書p.4-12配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解

配慮指針に掲げられている配慮事項（9）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(9)
イ

グリーンインフラについて、具体
的な内容を⽅法書以降の図書で⽰
すこと。
【（6）イ 再掲】

「横浜市墓地等の経営の許可等に
関する条例」に定める「墓地の構
造設備基準」に従い、墓園区域内
に35%以上の緑地を設け、緑豊
かな公園型墓園とします。
⾬⽔浸透施設、⾬⽔流出抑制施設
（⾬⽔調整池）の設置や緑化、駐
⾞場や園路等への透⽔性舗装の導
⼊等により地下⽔の涵養に配慮し
た計画を検討します。

(10) ⼯作物の施⼯、改修に当たっては、
⻑寿命な材料、材質を選択し、点
検しやすい構造にする等、⼯作物
の⻑寿命化に努めること。

対象事業実施区域内の施設の施⼯、
改修に当たっては、⻑寿命化に努
めます。

29

事業特性及び地域特性を踏まえ追加した配慮事項（1）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(1) ⼟壌汚染が存在する場合には、関
係機関等と協議を⾏い、適切に対
応するとともに、具体的な対策に
ついて⽅法書以降の図書で⽰すこ
と。

対象事業実施区域は「⼟壌汚染対
策法」に基づく形質変更時要届出
区域に指定されている区域はない
ため、対象事業実施区域に⼟壌汚
染が存在することが明らかになっ
た場合には、関係機関等と協議を
⾏い、「⼟壌汚染対策法」に基づ
き、適切に対応します。また、対
応が必要になった場合は、具体的
な対策について準備書で⽰します。

⽅法書p.4-13
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事業特性及び地域特性を踏まえ追加した配慮事項（2）
意⾒の内容 都市計画決定権者の⾒解

(2) 事業計画区域内に最終処分場跡地
があるため、関係機関と協議を⾏
い、特に環境へ影響を及ぼさない
ように対応するとともに、具体的
な対策について⽅法書以降の図書
で⽰すこと。

本市では、市内の廃棄物の最終処
分場跡地における⼟地利⽤につい
て、「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」及び「最終処分場跡地
形質変更に係る施⾏ガイドライ
ン」に準拠した「横浜市最終処分
場跡地利⽤に係る指導要綱」に基
づき、⼟地の形質の変更について
指導が⾏われます。本事業では、
産業廃棄物最終処分場跡地を墓園
として利⽤することから、必要な
評価項⽬を選定し、調査、予測及
び評価を⾏うとともに、実施に当
たっては、関係法令に基づき、適
切に対応します。具体的な対策に
ついて準備書で⽰します。

⽅法書p.4-13
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配慮市⻑意⾒の内容及び都市計画決定権者の⾒解

４ 環境影響要因の抽出及び
環境影響評価項⽬の選定

32
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環境影響要因の抽出

【地下式・⾼架式】

区分 環境影響要因 抽出の理由

⼯
事
中

建設⾏為等 ・造成⼯事や建物の建築等の⼯事を実施します。

建設機械の稼働 ・造成⼯事や建物の建築等のために、建設機械が
対象事業実施区域で稼働します。

⼯事⽤⾞両の⾛⾏ ・資機材の運搬や、廃棄物等の搬出を⾏う⾞両が
⾛⾏します。

供
⽤
時

施設の
存在

施設の存在・
⼟地利⽤の変化

・対象事業実施区域に墓園施設が出現し、⼟地利
⽤が変化します。

施設の
供⽤

施設の運営 ・墓園施設管理、運営作業が⾏われます。
・利⽤者及び施設管理関係者が施設を利⽤します。

来園⾞両等の⾛⾏ ・利⽤者による来園⾞両及び管理⽤⾞両が⾛⾏し
ます。

33

⽅法書p.5-1

環境影響要因と環境影響評価項⽬の関連表

環境影響要因
環境影響評価項⽬ 建設⾏為

等
建設機械
の稼働

⼯事⽤⾞
両の⾛⾏細⽬

温室効果ガス 〇 〇
⽣物多様性 動物／植物／⽣態系 〇

植物 〇
⽣態系

⽔循環 地下⽔位及び湧⽔の流量／河川の形態、流量
廃棄物・建設発⽣⼟ 産業廃棄物／建設発⽣⼟ 〇
⼤気質 ⼤気汚染 〇 〇
⽔質・底質 公共⽤⽔域の⽔質／公共⽤⽔域の底質／地下

⽔の⽔質 〇
騒⾳ 〇 〇
振動 〇 〇
地盤 地盤沈下 〇
悪臭 〇
安全 ⽕災・爆発／有害物漏洩 〇
地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全 〇
触れ合い活動の場 〇

⼯事中

⽅法書p.5-2〜5-8
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環境影響要因と環境影響評価項⽬の関連表

環境影響要因
環境影響評価項⽬ 施設の存在 施設の供⽤

細⽬
施設の存

在・⼟地利
⽤の変化

施設の
運営

来園⾞両
等の⾛⾏

⽣物多様性 動物 〇
植物 〇
⽣態系 〇

⽔循環 地下⽔位及び湧⽔の流量／河川の形態、流量 〇
廃棄物・建設発⽣⼟ ⼀般廃棄物／産業廃棄物 〇
⼤気質 ⼤気汚染 〇
⽔質・底質 公共⽤⽔域の⽔質／地下⽔の⽔質 〇
騒⾳ 〇
振動 〇
地盤 地盤沈下 〇
悪臭 〇
安全 ⽕災・爆発／有害物漏洩 〇
地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全 〇
景観 〇
触れ合い活動の場 〇 〇

供⽤時

⽅法書p.5-2〜5-8
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５ 調査、予測及び評価の⼿法
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温室効果ガス

調査項⽬※ 調査⽅法
温室効果ガス
に係る原単位
の把握

資料 「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」等により、
予測式及び原単位を整理

排出抑制対策
の実施状況 資料 横浜市で取り組んでいる地球温暖化対策等を整理

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

37

⽅法書p.6-1

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

建設機械の稼働に伴
う温室効果ガスの排
出量

【地域・地点】
対象事業実施区域及
びその周辺
【時期】
⼯事期間全体

建設機械の種類、台数等を整理の上、
「温室効果ガス排出量算定・報告マ
ニュアル」等に基づき、温室効果ガ
スの排出量を予測

⼯事⽤⾞両の⾛⾏に
伴う温室効果ガスの
排出量

⼯事⽤⾞両の種類、台数等を整理の
上、「温室効果ガス排出量算定・報
告マニュアル」等に基づき、温室効
果ガスの排出量を予測

⽣物多様性（動物）

調査⼿法

⽅法書p.6-2〜6-4

※主な調査項⽬を記載

38

調査項⽬※ 調査⽅法
動物の状況
・動物相
・⽣息環境

の特性
・注⽬すべき

動物種及び
⽣息地の状
況

・動物の⽣息
環境から⾒
た地域環境
特性

資料
現地 既存資料の収集整理及び現地踏査により調査

現地

陸⽣動物
・動物相調査
a.哺乳類
任意観察法、フィールドサイン法及びトラップ法により
調査
・４季（春季、初夏季、秋季、冬季）
b.⿃類
ラインセンサス法、定点観察法及び直接観察法により調
査
・４季（春季、初夏季、秋季、冬季）
c.両⽣類及び爬⾍類
直接観察法及び採取により調査
・３季（春季、初夏季、秋季）



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
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⽣物多様性（動物）

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-2〜6-4
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調査項⽬※ 調査⽅法
動物の状況
・動物相
・⽣息環境

の特性
・注⽬すべき

動物種及び
⽣息地の状
況

・動物の⽣息
環境からみ
た地域環境
特性

現地

d.昆⾍類
直接観察法及び採取、ベイトトラップ法及びライトト
ラップ法により調査
・３季（春季、初夏季、冬季）

⽔⽣⽣物
・⽣物相調査
直接観察法及び採取により調査
・３季（春季、初夏季、冬季）

⽣物多様性（動物）

調査地域

⽅法書p.6-2〜6-4
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⽣物多様性（動物）

予測⼿法（⼯事中）

予測⼿法（供⽤時）

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

建設⾏為等に伴う陸
⽣動物の動物相、⽔
⽣⽣物の⽣物相の変
化の内容及びその程
度

【地域・地点】
現地調査の範囲と
同⼀の地域
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した陸⽣動物の動物相、
⽔⽣⽣物の⽣物相の状況及び⽣息環
境と施⼯計画を⽐較することで、影
響の程度を定性的に予測

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利
⽤の変化に伴う陸⽣
動物の動物相、⽔⽣
⽣物の⽣物相の変化
の内容及びその程度

【地域・地点】
現地調査の範囲と
同⼀の地域
【時期】
対象事業に係る⼯事
の完了後、動物の⽣
育環境が安定するま
での期間

調査で把握した陸⽣動物の動物相、
⽔⽣⽣物の⽣物相の状況及び⽣息環
境と事業計画を⽐較することで、影
響の程度を定性的に予測

41

⽅法書p.6-2〜6-4

⽣物多様性（植物）

調査項⽬※ 調査⽅法
植物の状況
・植物相
・⽣育環境の特性
・注⽬すべき植物

種及び植物群落
の状況

資料
現地 既存資料の収集整理及び現地踏査により調査

現地

陸⽣植物、⽔⽣植物
a.植物相調査
直接観察法及び採取
・４季（早春季、春季、初夏季、秋季）
b.植⽣調査
コドラート法により調査
・２季（初夏季、秋季）

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-4〜6-6
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

⽣物多様性（植物）

調査地域

⽅法書p.6-4〜6-6

43

⽣物多様性（植物）
予測⼿法（⼯事中）

予測⼿法（供⽤時）

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

建設⾏為等に伴う陸
⽣植物の植物相、⽔
⽣植物の植物相の変
化の内容及びその程
度

【地域・地点】
現地調査の範囲と
同⼀の地域
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した陸⽣植物の植物相、
⽔⽣植物の植物相及び植⽣の状況と
施⼯計画を⽐較することで、影響の
程度を定性的に予測

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利
⽤の変化に伴う陸⽣
植物の植物相、⽔⽣
植物の植物相の変化
の内容及びその程度

【地域・地点】
現地調査の範囲と
同⼀の地域
【時期】
対象事業に係る⼯事
完了後、植物の⽣育
環境が安定するまで
の期間

調査で把握した陸⽣植物の植物相、
⽔⽣植物の植物相及び植⽣の状況と
事業計画を⽐較することで、影響の
程度を定性的に予測

44

⽅法書p.6-4〜6-6



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

⽣物多様性（⽣態系）

調査項⽬※ 調査⽅法
⽣態系の状況
・⽣態系を構成する

要素の状況
・⾷物連鎖の状況

資料
現地

既存資料の収集整理及び必要に応じ現地踏査によ
り調査

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-7

45

⽣物多様性（⽣態系）

⼯事中

供⽤時

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

建設⾏為等に伴う⽣態
系の状況の変化の内容
及びその程度

【地域・地点】
対象事業実施区域
及びその周辺
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した⽣態系の状況と施⼯
計画を⽐較することで、影響の程度
を定性的に予測

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利⽤
の変化に伴う⽣態系の
状況の変化の内容及び
その程度

【地域・地点】
対象事業実施区域
及びその周辺
【時期】
対象事業に係る⼯
事の完了後、⼀定
期間をおいた時期

調査で把握した⽣態系の状況と事業
計画を⽐較することで、影響の程度
を定性的に予測

⽅法書p.6-7

46



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

⽔循環

調査項⽬※ 調査⽅法

河川の状況
・河川の形態及び流量
・洪⽔及び浸⽔の履歴

資料
現地

既存資料の収集整理及び必要に応じ現地踏査
により調査

現地
「⽔質調査⽅法」に定める⽅法に準拠し、河
川の流量を現地調査により把握
・2季（夏季、冬季）

地下⽔の状況
・湧⽔の分布及び流量 現地

電磁流量計を⽤いた測定⽅法等により、湧⽔
量、気温、pH（⽔素イオン濃度）、臭気、外
観、⽔温、透視度、電気伝導度を調査
・12回（⽉ごと）

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-8〜6-9
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⽔循環

調査地点

48

⽅法書p.6-8〜6-9

地点2

地点1

地点a 河川（水路）



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

⽔循環

予測⼿法（⼯事中）

予測⼿法（供⽤時）

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

建設⾏為等に伴い
変化する河川の流
量、湧⽔の流量

【地域・地点】
現地調査の範囲と同⼀
の地点
【時期】
⼯事に起因する影響が
最⼤となる時期

施⼯計画の内容を勘案し、建設⾏為
等に伴う河川及び湧⽔の流量への影
響について定性的に予測

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟
地利⽤の変化に
伴い変化する河
川の流量、湧⽔
の流量

【地域・地点】
現地調査の範囲と同⼀
の地点
【時期】
対象事業が供⽤を開始
し、事業活動が定常の
状態になる時期

事業計画の内容を勘案し、施設の存
在・⼟地利⽤の変化に伴う河川及び
湧⽔の流量への影響について定性的
に予測

49

⽅法書p.6-8〜6-9

廃棄物・建設発⽣⼟

調査項⽬※ 調査⽅法

廃棄物及び建設発⽣⼟
の処理処分の状況
・種類別発⽣量
・資源化の状況
・廃棄物の処理状況

資料 既存資料の収集整理により把握

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

50

⽅法書p.6-10〜6-11



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

廃棄物・建設発⽣⼟

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

施設の運営により発
⽣する⼀般廃棄物、
産業廃棄物

【地域・地点】
対象事業実施区域
【時期】
対象事業が供⽤され、
事業活動が定常の状態
になる時期

事業計画を基に発⽣量を推定する
とともに、本事業で実⾏可能な再
利⽤等の⽅法や、処理⽅法等を整
理し、種類ごとに発⽣量と最終処
分量を予測

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

建設⾏為等により発
⽣する産業廃棄物、
建設発⽣⼟

【地域・地点】
対象事業実施区域
【時期】
⼯事期間全体

施⼯計画を基に発⽣量を推定する
とともに、本事業で実⾏可能な再
利⽤等の⽅法や、処理⽅法等を整
理し、種類ごとに発⽣量と最終処
分量を予測

51

⽅法書p.6-10〜6-11

⼤気質

調査項⽬※ 調査⽅法
⼤気の状況
・窒素酸化物
・浮遊粒⼦状物質

資料 過去5年間の⼆酸化窒素、浮遊粒⼦状物質濃度
等の状況を調査

現地

「⼆酸化窒素に係る環境基準について」等に
定める⽅法により測定
・7⽇間×24時間×2季（夏季、冬季）
沿道環境⼤気調査として、⼆酸化窒素の状況
を簡易測定法（PTIO法）により測定
・7⽇間×24時間×2季（夏季、冬季）

気象の状況
・⾵向、⾵速
・⽇射量
・放射収⽀量

資料 常時観測測定局の観測データを収集整理

現地
⾵向・⾵速の状況を「地上気象観測指針」に
定める⽅法により測定
・7⽇間×24時間×2季（夏季、冬季）

⼤気汚染物質の主要な
発⽣源の状況

資料 既存資料の収集整理により調査

現地
⾃動⾞断⾯交通量を測定
・平⽇（24時間）×１回
・休⽇（24時間）×１回

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-12〜6-14
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◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

⼤気質

調査地点

53

⽅法書p.6-12〜6-14

地点1

地点2

地点A

⼤気質
予測⼿法（⼯事中）

予測項⽬ 予測地域・
地点・時期 予測⽅法

建設機械の稼働に
伴う⼆酸化窒素、
浮遊粒⼦状物質

【地域・地点】
最⼤着地濃度の出現する
地点を含む範囲
【時期】
建設機械の稼働の影響が
最⼤となる時期

「道路環境影響評価の技術⼿法
（平成24年度版）」に⽰されて
いる⼤気拡散式（プルーム・パフ
式）により年平均値及び1時間値
を予測

⼯事⽤⾞両の⾛⾏
に伴う⼆酸化窒素、
浮遊粒⼦状物質

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏ルート
沿道として想定される道
路沿道の2地点
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏の影響
が最⼤となる時期

「道路環境影響評価の技術⼿法
（平成24年度版）」に⽰されて
いる⼤気拡散式（プルーム・パフ
式）により年平均値を予測

54

⽅法書p.6-12〜6-14
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⼤気質

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等の⾛⾏
に伴う⼆酸化窒素、
浮遊粒⼦状物質

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏ルート
沿道として想定される道
路沿道の2地点
【時期】
対象となる事業が供⽤を
開始し、事業活動が定常
の状態になる時期

「道路環境影響評価の技術⼿法
（平成24年度版）」に⽰されて
いる⼤気拡散式（プルーム・パフ
式）により年平均値を予測

55

⽅法書p.6-12〜6-14

⽔質・底質

調査項⽬※ 調査⽅法

公共⽤⽔域の⽔質の
状況
・河川の⽔質の状況

現地

⽇本⼯業規格等に定める⽅法に準拠し、BOD（⽣
物化学的酸素要求量）、T-P（全燐）、T-N（全窒
素）、糞便性⼤腸菌群数、SS（浮遊性物質）、
DO（溶存酸素量）及び油分を現地調査により把握
・2季（夏季、冬季）
「最終処分場跡地形質変更に係る施⾏ガイドライ
ン」に⽰された調査⽅法に基づき調査

公共⽤⽔域の底質の
状況
・河川の底質の状況

現地
底質の暫定除去規準に基づく⽅法に準拠し、⽔銀、
PCB（ポリ塩化ビフェニル）を現地調査により把
握
・2季（夏季、冬季）

地下⽔の⽔質の状況
・湧⽔の⽔質の状況 現地

⽇本⼯業規格等に定める⽅法に準拠し、健康項⽬
28項⽬（カドミウム、全シアン等）を現地調査に
より把握
・2季（夏季、冬季）

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-15〜6-17
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⽔質・底質

調査地点

57

⽅法書p.6-15〜6-17

地点1

地点a 河川（水路）

地点2

⽔質・底質

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設⾏為等
に伴い変化
する河川の
⽔質及び底
質、湧⽔の
⽔質

【地域・地点】
現地調査の範囲と同⼀の地点
【時期】
⼯事に起因する影響が最⼤と
なる時期

施⼯計画の内容を勘案し、建設⾏
為等に伴う河川の⽔質及び底質、
湧⽔の⽔質への影響について定性
的に予測

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存
在・⼟地利
⽤の変化に
伴い変化す
る河川の⽔
質、湧⽔の
⽔質

【地域・地点】
現地調査の範囲と同⼀の地点
【時期】
対象事業が供⽤を開始し、事
業活動が定常の状態になる時
期

事業計画の内容を勘案し、施設の
存在・⼟地利⽤の変化に伴う河川
の⽔質、湧⽔の⽔質への影響につ
いて定性的に予測

58

⽅法書p.6-15〜6-17



◆この資料は審査会⽤に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。
◆この資料は「（仮称）深⾕通信所跡地墓園整備事業 環境影響評価⽅法書」の内容を抜粋したものです。

騒⾳

調査項⽬※ 調査⽅法

騒⾳の状況
・⼀般環境騒⾳ 現地

「騒⾳に係る環境基準について」に定める⽅法
により調査
・平⽇（昼間６時〜22時）×１回

騒⾳の状況
・道路交通騒⾳ 現地

「騒⾳に係る環境基準について」に定める⽅法
により調査
・平⽇（昼間６時〜22時）×１回
・休⽇（昼間６時〜22時）×１回

騒⾳の主要発⽣源の状
況
・主要発⽣源の状況
・⾃動⾞交通量の状況

資料
現地

既存資料の収集整理及び必要に応じ現地踏査に
より調査

現地
⾃動⾞断⾯交通量を測定
・平⽇（昼間６時〜22時）×１回
・休⽇（昼間６時〜22時）×１回

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-18〜6-20
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騒⾳

調査地点

⽅法書p.6-18〜6-20
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地点A

地点2

地点1

地点B

地点C

地点D
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騒⾳

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設機械の
稼働に伴う
騒⾳

【地域・地点】
対象事業実施区域から約100mの範囲
【時期】
建設機械の稼働の影響が最⼤となる時期

「道路環境影響評価
の技術⼿法（平成24
年度版）」に⽰され
ている「ASJ CN-
Model」により予測

⼯事⽤⾞両
の⾛⾏に伴
う道路交通
騒⾳

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両及び来園⾞両等の⾛⾏が想定さ
れる経路のうち、住宅等の近傍の道路沿道
2地点
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏の影響が最⼤となる時期

「道路交通騒⾳の予
測計算モデル(ASJ 
RTN-Model)」を⽤い、
既存道路の現況の騒
⾳レベルに⼯事⽤⾞
両及び来園⾞両等の
影響を加味すること
で予測

⽅法書p.6-18〜6-20
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騒⾳

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等の
⾛⾏に伴う道
路交通騒⾳

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両及び来園⾞両等の⾛⾏が想定
される経路のうち、住宅等の近傍の道路
沿道2地点
【時期】
対象となる事業が供⽤を開始し、事業活
動が定常の状態になる時期及び混雑期

「道路交通騒⾳の予
測計算モデル(ASJ 
RTN-Model)」を⽤い、
既存道路の現況の騒
⾳レベルに⼯事⽤⾞
両及び来園⾞両等の
影響を加味すること
で予測

⽅法書p.6-18〜6-20

62
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振動

調査項⽬※ 調査⽅法

振動の状況
・⼀般環境振動 現地

「振動レベルの測定法」（JIS Z8735）に
定める⽅法により調査
・平⽇（昼間8時〜19時）×1回

振動の状況
・道路交通振動

現地

「振動規制法施⾏規則」（昭和51年総理府
令第58号）に定める⽅法により道路交通振
動を調査
・平⽇（昼間8時〜19時）×1回
・休⽇（昼間8時〜19時）×1回

振動の主要な発⽣源の状況
・主要発⽣源の状況
・⾃動⾞交通量の状況

資料
現地

既存資料の収集整理及び必要に応じ現地踏
査により調査

現地
⾃動⾞断⾯交通量を測定
・平⽇（昼間8時〜19時）×1回
・休⽇（昼間8時〜19時）×1回

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-21〜6-23
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振動

調査地点

⽅法書p.6-21〜6-23

64

地点D

地点C

地点B

地点A

地点2

地点1
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振動

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

建設機械の
稼働に伴う
振動

【地域・地点】
対象事業実施区域から約100mの範囲
【時期】
建設機械の稼働の影響が最⼤となる時期

「道路環境影響評価
の技術⼿法（平成24
年度版）」に⽰され
ている予測式により
予測

⼯事⽤⾞両
の⾛⾏に伴
う道路交通
振動

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両及び来園⾞両等の⾛⾏が想定さ
れる経路のうち、住宅等の近傍の道路沿道
2地点
【時期】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏の影響が最⼤となる時期

「道路環境影響評価
の技術⼿法（平成24
年度版）」に⽰され
ている予測式を⽤い、
既存道路の現況の振
動レベルに⼯事⽤⾞
両及び来園⾞両等の
影響を加味すること
で予測

⽅法書p.6-21〜6-23

65

振動

予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等
の⾛⾏に伴
う道路交通
振動

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両及び来園⾞両等の⾛⾏が想定さ
れる経路のうち、住宅等の近傍の道路沿道
2地点
【時期】
対象となる事業が供⽤を開始し、事業活動
が定常の状態になる時期及び混雑期

「道路環境影響評価
の技術⼿法（平成24
年度版）」に⽰され
ている予測式を⽤い、
既存道路の現況の振
動レベルに⼯事⽤⾞
両及び来園⾞両等の
影響を加味すること
で予測

予測⼿法（供⽤時）

⽅法書p.6-21〜6-23

66
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地盤

調査項⽬※ 調査⽅法

地盤変状の状況 資料 既存資料の収集整理により把握

現地
「最終処分場跡地形質変更に係る施⾏ガイ
ドライン」に⽰された調査⽅法に基づき調
査

地質及び地下⽔の状況 資料 既存資料の収集整理により把握

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

67

⽅法書p.6-24

地盤

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施
に伴う地盤
の変化

【地域・地点】
対象事業実施区域のうち産業廃棄物最終処
分場跡地の上部
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した地質
及び地下⽔の状況と
施⼯計画を⽐較する
ことで、影響の程度
を定性的に予測

68

⽅法書p.6-24

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存
在・⼟地利
⽤の変化に
伴う地盤の
変化

【地域・地点】
対象事業実施区域のうち産業廃棄物最終処
分場跡地の上部
【時期】
対象事業が供⽤を開始し、事業活動が定常
の状態になる時期

調査で把握した地質
及び地下⽔の状況と
事業計画を⽐較する
ことで、影響の程度
を定性的に予測
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悪臭

調査項⽬※ 調査⽅法

悪臭の状況
現地

「最終処分場跡地形質変更に係る施⾏ガイ
ドライン」に⽰された調査⽅法に基づき調
査

悪臭物質の主要な発⽣源の
状況

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

69

⽅法書p.6-25

悪臭

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

特定悪臭物質
の濃度及び臭
気指数で表⽰
される臭気の
程度から必要
な項⽬を選択

【地域・地点】
対象事業実施区域のうち産業廃棄物最終
処分場跡地の上部
【時期】
⼯事に起因する影響が最⼤となる時期

調査で把握した悪臭
の状況と施⼯計画を
⽐較することで、影
響の程度を定性的に
予測

70

⽅法書p.6-25

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

特定悪臭物質
の濃度及び臭
気指数で表⽰
される臭気の
程度から必要
な項⽬を選択

【地域・地点】
対象事業実施区域のうち産業廃棄物最終
処分場跡地の上部
【時期】
対象事業が供⽤を開始し、事業活動が定
常の状態になる時期

調査で把握した悪臭
の状況と事業計画を
⽐較することで、影
響の程度を定性的に
予測
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安全

調査項⽬※ 調査⽅法

⽕災・爆発、有害物漏洩の
状況 現地

「最終処分場跡地形質変更に係る施⾏ガイ
ドライン」に⽰された調査⽅法に基づき調
査

過去の被災の状況 資料 既存資料の収集整理により把握

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載
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⽅法書p.6-26

安全

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施に伴
う⽕災・爆発、
有害物漏洩に係
る安全性の確保
の程度

【地域・地点】
対象事業実施区域のうち産業廃棄物最
終処分場跡地の上部
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した⽕
災・爆発、有害物漏
洩の状況と施⼯計画
を⽐較することで、
影響の程度を定性的
に予測

72

⽅法書p.6-26

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟
地利⽤の変改に
伴う⽕災・爆発、
有害物漏洩に係
る安全性の確保
の程度

【地域・地点】
対象事業実施区域のうち産業廃棄物最
終処分場跡地の上部
【時期】
対象事業が供⽤を開始し、事業活動が
定常の状態になる時期

調査で把握した⽕
災・爆発、有害物漏
洩の状況と事業計画
を⽐較することで、
影響の程度を定性的
に予測
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地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

調査項⽬※ 調査⽅法

⽇常⽣活圏等の状況
・公共施設等の位置
・学区、通学路の状況
・避難場所等の状況

資料 既存資料の収集整理等により調査

地域交通の状況
・主要な交通経路及び

交通量の状況
・主要交差点部における

交通処理

資料 既存資料の収集整理等により調査

現地

時間別に⾞種別・⽅向別⾃動⾞交通量、渋滞
の状況及び信号現⽰を測定
・平⽇（24時間）×1回
・休⽇（24時間）×1回
・混雑時（24時間）×1回
時間別に⽅向別歩⾏者・⾃転⾞交通量を測定
・平⽇（24時間）×1回
・休⽇（24時間）×1回

交通安全の状況
・交通安全対策の状況
・交通事故の状況

資料
現地 既存資料の収集整理及び現地踏査により調査

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-27〜6-29
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地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

調査地点

⽅法書p.6-27〜6-29

74

立場

高砂苑バス停前

通信隊東側

深谷交番前

深谷
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地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全)

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

⼯事⽤⾞両の⾛⾏
に伴う交通混雑
（⾃動⾞）

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両の⾛⾏が想定
される信号交差点5箇所
【時期】
⼯事の最盛時等地域社会
に最も影響を及ぼす時期

交差点需要率及び無信号交差点の
交通容量の算出により交通混雑の
程度を予測

⼯事中の歩⾏者・
⾃転⾞の安全

【地域・地点】
⼯事⽤⾞両等の⾛⾏が想
定される経路
【時期】
⼯事の最盛時等地域社会
に最も影響を及ぼす時期

交通安全対策等に基づき交通安全
への影響を定性的に予測

⽅法書p.6-27〜6-29
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地域社会(交通混雑、歩⾏者の安全) ⽅法書p.6-27〜6-29

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

来園⾞両等の⾛⾏
に伴う交通混雑
（⾃動⾞）

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏が想定
される信号交差点5箇所
【時期】
対象となる事業が供⽤を
開始し、事業活動が定常
な状態になる時期及び混
雑期

交差点需要率の算出等により交通
混雑の程度を予測

来園⾞両等の⾛⾏
に伴う歩⾏者・⾃
転⾞の安全

【地域・地点】
来園⾞両等の⾛⾏が想定
される経路
【時期】
対象となる事業が供⽤を
開始し、事業活動が定常
な状態になる時期及び混
雑期

交通安全対策等に基づき交通安全
への影響を定性的に予測

76
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景観

調査項⽬※ 調査⽅法

地域景観の特性 資料
現地 既存資料の収集整理及び現地踏査により調査

主要な眺望地点の分布状況 現地 現地踏査により調査
主要な眺望地点からの眺望
の状況 現地

現地調査（写真撮影）により把握
・各主要な眺望点の特性を踏まえて景観の

状況が把握できる適切な時期

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-30〜6-31
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景観

調査地点

⽅法書p.6-30〜6-31
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まさかりが淵市民の森

戸塚西公園

深谷市民の森

戸塚公園

宮谷西公園

踊場公園

谷矢部池公園

しらゆり公園

中田中央公園

泉中央公園

古橋市民の森

鍋屋の森

天王森泉公園

俣野公園
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景観

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地利⽤
の変化に伴う主要な眺
望地点からの景観の変
化

【地域・地点】
主要な眺望地点よ
り、変化する景観
状況を適切に把握
し得る地点を選定
【時期】
⼯事完了直後、必
要に応じてその後
の適切な時期

フォトモンタージュ作成により、眺
望の変化の程度を定性的に予測

⽅法書p.6-30〜6-31
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触れ合い活動の場

調査項⽬※ 調査⽅法

触れ合い活動の場の名称、
位置、規模、区域及び分布
状況

資料
現地

既存資料の収集整理及び現地調査により調査
・地点の特性を踏まえて触れ合い活動の場

の利⽤状況が把握できる適切な時期
触れ合い活動の場の活動特
性、利⽤状況等
触れ合い活動の場までの経
路、交通⼿段

調査⼿法

※主な調査項⽬を記載

⽅法書p.6-32〜6-33
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触れ合い活動の場

調査地点

⽅法書p.6-32〜6-33
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触れ合い活動の場

予測⼿法（⼯事中）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

⼯事の実施に伴う
主要な触れ合い活
動の場への影響

【地域・地点】
現地調査地点と同⼀の地
点
【時期】
⼯事期間全体

調査で把握した触れ合い活動の場
の状況と施⼯計画を重ね合わせる
ことで、影響の程度を定性的に予
測

⽅法書p.6-32〜6-33

82

予測⼿法（供⽤時）
予測項⽬ 予測地域・

地点・時期 予測⽅法

施設の存在・⼟地
利⽤の変化及び来
園⾞両等の⾛⾏に
伴う主要な触れ合
い活動の場への影
響

【地域・地点】
現地調査地点と同⼀の地
点
【時期】
⼯事完了直後、必要に応
じてその後の適切な時期

調査で把握した触れ合い活動の場
の状況と事業計画を重ね合わせる
ことで、影響の程度を定性的に予
測
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他事業の影響も必要に応じて考慮する項⽬ ⽅法書p.6-1〜6-33

 下記の環境影響評価項⽬については、本事業の予測時期にお
いて、その時期の他事業の影響も必要に応じて考慮し、影響
を予測

環境影響
評価項⽬ 細則

⼤気質 ⼤気汚染
騒⾳ 騒⾳
振動 振動
地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全
景観 景観
触れ合い活動の場 触れ合い活動の場
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⼀部供⽤時の影響も必要に応じて考慮する項⽬ ⽅法書p.6-1〜6-33

 下記の環境影響評価項⽬については、必要に応じて⼀部供⽤
時の来園⾞両等の影響も考慮し、影響を予測

環境影響
評価項⽬ 細則

⼤気質 ⼤気汚染
騒⾳ 騒⾳
振動 振動
地域社会 交通混雑／歩⾏者の安全
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評価の⼿法

環境の保全等に関して、
・横浜市が定めた計画及び指針等の中で設定している⽬標
・法令等で定められている基準
・地球環境に著しい影響を及ぼさない⽔準 等

「環境保全⽬標」を設定

「環境保全⽬標」と予測結果との対⽐により、評価
※結果等については、今後作成する準備書にて、お⽰しいたします。

⽅法書p.6-1〜6-33
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６ ⽅法書対象地域
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区町丁名 周知地域
⼾塚区深⾕町 全域
⼾塚区汲沢町 全域
⼾塚区汲沢町
三〜六丁⽬ 全域

泉区和泉町 全域
泉区下和泉
⼆〜五丁⽬ 全域

泉区和泉が丘
⼀〜⼆丁⽬ 全域

泉区和泉中央南
⼀丁⽬ 全域

泉区中⽥⻄
⼀〜四丁⽬ 全域

泉区中⽥南
⼆〜五丁⽬ 全域

⽅法書対象地域 ⽅法書p.7-1〜7-2
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ご清聴ありがとうございました
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